
平成２５年度動物実験倫理委員会報告 

 

１）承認動物実験課題 
総 数 研 究 教 育 

60 題 55 題 5 題 

 

２）動物実験登録者 70 名 

 

３）教育訓練出席者 71 名 

 

４）飼養実験動物 マウス ラット モルモット イ ヌ サ ル カエル 

  年間通算数 93 匹 312 匹 0 匹 13 匹 0 匹 47 匹 

  10 月 1 日での飼養数 52 匹 7 匹 0 匹 8 匹 0 匹 0 匹 

 

５：そう思う ４：どちらかといえばそう思う ３：どちらともいえない ２：あまりそう思わない １：そう思わない 

５）自己点検・評価 
評 価 

5 4 3 2 1 

①実験計画は適切でしたか 27 8 0 0 0 

②実験計画に沿って研究または教育を遂行しましたか 23 10 1 0 1 

③当初の目的を達成しましたか 18 13 3 0 1 

④十分な成果が得られましたか 18 13 3 0 1 

⑤実験動物に愛護の精神で接しましたか 33 1 0 0 0 

⑥実験動物の飼育と保管を適切に行いましたか 33 1 0 0 0 

⑦実験動物の健康管理を適切に行いましたか 32 2 0 0 0 

⑧実験動物数の削減(Reduction)に努めましたか 30 3 1 0 0 

⑨実験動物の苦痛軽減(Refinement)に努めましたか 32 2 0 0 0 

⑩施設を適切に使用しましたか 32 1 1 0 0 

⑪実験期間中、実験実施者の安全は確保されましたか 34 0 0 0 0 

⑫この実験は総合的にみてうまくいったと思いますか 20 13 1 0 0 

計 
332 

81% 

67 

16% 

10 

2% 

0 

0% 

3 

1% 
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平成２６年度日本歯科大学新潟生命歯学部動物実験倫理委員会 

 

                  所属           担当 

委員長 岩﨑 信一   生理学講座教授       実験動物管理者 

       千葉 晃    生物学講座教授        （１） 

       渡邊 文彦   歯科補綴学第２講座教授    （１） 

       田中 彰    口腔外科学講座教授      （１） 

       佐藤 聡    歯周病学講座教授       （２） 

       仲村 健二郎  薬理学講座教授        （２） 

       梨田 智子   生化学講座准教授       （２） 

       羽下 憲善   事務部長           （３） 

       樋口 輝雄   医の博物館          （３） 

       佐藤 和男   用度営繕部長         （３） 

 

     （１） 動物実験等に関して優れた識見を有する者 

      （２） 実験動物に関して優れた識見を有する者  

      （３） その他学識経験を有する者 

 


